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「
健
康
フ
ェ
ス
タ
in
お
お
し
ろ
」 

10
月
28
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
か
ら
、
指

導
者
を
含
む
総
勢
42
名
（
男
12
名
、
女
30
名
）

が
集
い
公
民
館
体
育
室
で
開
催
し
ま
し
た
。 

 

体
組
成
測
定
（
イ
ン
ボ
デ
ィ
）
は
内
臓
脂
肪
量
、

筋
量
、
基
礎
代
謝
量
な
ど
全
17
項
目
を
測
定
し
、

体
力
測
定
で
は
握
力
（
上
肢
筋
力
）、
イ
ス
座
り

立
ち
（
下
肢
筋
力
）、
長
座
体
前
屈
（
柔
軟
性
）、

開
眼
片
足
立
ち
（
平
衡
感
覚
）、
10
ｍ
障
害
物
歩

行
（
移
動
バ
ラ
ン
ス
）、
６
分
間
歩
行
（
持
久
力

及
び
脚
力
）
の
６
種
目
を
行
い
、
自
己
の
健
康
及

び
体
力
度
を
診
断
す
る
こ
と
が
出
来
る
機
会
を

提
供
し
ま
し
た
。 

（
握
力
測
定
） 

 
 

（
６
分
間
歩
行
） 

 
 

レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
体
験
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
公
式
輪
投
げ
や
ミ
ニ
テ
ニ
ス
に
人
気
が
集
中

し
日
頃
の
運
動
不
足
を
解
消
す
る
こ
と
が
出
来

た
よ
う
で
す
。 

（
ス
ク
エ
ア
ス
テ
ッ
プ
） 

（
公
式
輪
投
げ
） 

 
 

 

協
議
会
と
し
て
初
め
て
の
事
業
で
不
慣
れ
な

面
も
あ
り
ま
し
た
が
、
健
康
体
力
の
大
切
さ
を
自

分
の
体
で
知
る
絶
好
の
機
会
と
捉
え
、
今
後
も
続

け
て
行
く
予
定
で
す
。 

学
習
活
動
部
員
一
同 

 

消
防
訓
練
視
察
研
修
会 

広
報
部 

 

11
月
８
日
（
水
）
に
、
市
営
鶴
ヶ
谷
住
宅
で

行
わ
れ
た
、
塩
釜
地
区
防
災
安
全
協
会
の
消
防
訓

練
視
察
研
修
会
に
参
加
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
訓
練
は
、
11
月
９
日
か
ら
15
日
ま
で
の

１
週
間
、
全
国
で
一
斉
に
展
開
さ
れ
る
秋
の
火
災

予
防
運
動
の
一
環
と
し
て
、
居
住
者
の
防
災
初
動

体
制
の
確
立
及
び
消
防
隊
に
お
け
る
迅
速
的
確

な
火
災
、
救
助
活
動
技
術
の
向
上
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
、
多
く
の
団
体
と
居
住
者
が
関
わ
っ
て 

大
規
模
な
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
市
営
鶴
ヶ
谷
住
宅
３
号
棟
か
ら
火
災

が
発
生
し
、
上
の
階
に
延
焼
し
、
数
名
の
逃
げ
遅

れ
と
、
屋
外
避
難
階
段
で
の
数
名
の
負
傷
者
が
で

た
と
い
う
想
定
で
訓
練
が
行
わ
れ
、
住
民
が
火
災

を
発
見
し
、
周
り
に
火
災
が
発
生
し
た
こ
と
を
知

ら
せ
て
、
数
人
が
分
担
し
て
通
報
訓
練
、
初
期
消

火
訓
練
を
行
っ
た
後
、
消
防
車
が
迅
速
に
配
置
に

つ
い
て
、
消
火
体
制
に
入
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

逃
げ
遅
れ
た
住
人
の
救
出
を
、
は
し
ご
車
を
使
っ

て
行
い
、
救
出
後
、
一
斉
に
放
水
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
大
規
模
な
訓
練
以
外
に
も
、
避
難
誘
導
訓

練
、
負
傷
者
搬
送
訓
練
、
救
急
救
護
訓
練
な
ど
、

細
か
い
訓
練
も
居
住
者
、
消
防
署
、
消
防
団
な
ど

が
担
当
し
実
施
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

今
回
の
訓
練
は
、
居
住
者
も
多
く
参
加
し
、
本

番
前
に
も
何
回
も
リ
ハ
ー
サ
ル
を
行
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
、
的
確
な
行
動
が
見
ら
れ
、
万
が

一
災
害
が
起
こ
っ
た
時
の
備
え
と
し
て
重
要
で

あ
る
と
共
に
、
日
ご
ろ
か
ら
の
住
民
間
の
連
携
も

必
要
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
火
災
時
は
、

周
囲
の
人
た
ち
に
も
大
声
で
火
災
を
知
ら
せ
る

な
ど
、
火
災
発
生
を
広
く
周
知
し
、
的
確
な
行
動

が
と
れ
る
よ
う
心
掛
け
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
も
思
い
ま
し
た
。 



 

 

 

3 

 

                           

山
茶
花
大
学
「
こ
と
ば
の
貯
金
箱
」 

 
大
代
地
区
公
民
館
高
齢
者
教
育
事
業
、「
山
茶

花
大
学
」
の
後
期
２
回
目
の
講
座
が
開
催
さ
れ
、

渡
辺
裕
子
先
生
を
お
招
き
し
、「
こ
と
ば
の
貯
金

箱
」
の
タ
イ
ト
ル
で
実
施
し
ま
し
た
。 

 
 

 

古
新
聞
を
使
用
し
、
印
象
に
残
っ
た
文
字
や
写

真
を
切
り
取
り
、
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
に
張
り
付
け
て

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
カ
ー
ド
を
作
成
し
ま
し
た
。 

 
 

 

思
い
思
い
の
言
葉
を
見
つ
け
、
慎
重
に
切
り
抜

い
て
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
に
貼
り
つ
け
て
行
き
ま
し

た 

 
 

た
。
皆
さ
ん
斬
新
な
言
葉
や
、
き
れ
い
な
写
真
を

見
つ
け
て
は
、
ど
の
よ
う
に
貼
っ
て
行
こ
う
か
考

え
な
が
ら
世
界
に
一
つ
だ
け
の
作
品
を
仕
上
げ

ま
し
た
。 

 

山
茶
花
大
学
で
、
作
品
を
作
る
と
い
う
講
座
は

久
し
ぶ
り
で
し
た
の
で
、
時
間
い
っ
ぱ
い
集
中
し

た
講
座
で
し
た
。
終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
も

非
常
に
好
評
で
し
た
の
で
、
来
年
も
ぜ
ひ
お
願
い

し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

第
四
回
東
北
ダ
イ
ケ
ン
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド 

ゴ
ル
フ
大
会
結
果
に
つ
い
て 

 

去
る
11
月
３
日
（
金
）
に
う
し
ち
ゃ
ん
多
賀

城
緑
地
公
園
内
サ
ッ
カ
ー
場
で
第
四
回
東
北
ダ

イ
ケ
ン
杯
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
日
和

の
な
か
で
日
頃
の
練
習
成
果
を
皆
さ
ん
発
揮
さ

れ
ま
し
た
。
入
賞
さ
れ
た
方
は
、
左
記
の
と
お
り

に
な
り
ま
す
。 

記 

男
子
の
部 

優 

勝 

大
代
中
区 

 
渡
辺
正
志
さ
ん 

第
二
位 

第
一
百
寿
会 

熊
井
輝
雄
さ
ん 

第
三
位 

第
一
百
寿
会 

渋
谷
喜
久
三
さ
ん 

第
四
位 

さ
く
ら
ん
ぼ 

相
澤 

茂
さ
ん 

第
五
位 

第
一
百
寿
会 

齋
藤 

勉
さ
ん 

 
女
子
の
部 

優 

勝 

第
一
百
寿
会 

齋
藤
つ
ゑ
子
さ
ん 

第
二
位 

 
 
 
 
 
 

大
賀
栂
子
さ
ん 

第
三
位 

第
一
百
寿
会 

渡
邊
孝
子
さ
ん 

 

（
な
お
、
仙
台
港
多
賀
城
地
区
緩
衝
緑
地
は
、
ネ

ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
に
よ
り
11
月
１
日
か
ら
略
称

が
「
う
し
ち
ゃ
ん
多
賀
城
緑
地
公
園
」
と
な
り
ま

し
た
。） 
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平
成
29
年
度 

 
 

多
賀
城
市
市
政
功
労
者
（
大
代
関
連
） 

 
 

○ 
米
澤 

ま
き
子 

さ
ん 

○ 

伊
藤 

 

要 
 

さ
ん 

○ 

小
野 
く
に
子 

さ
ん 

○ 

鈴
木 
絹
子 

 

さ
ん 

○ 

斉
藤 

静
子 

 

さ
ん 

○ 

橋
本 

 

浩 
 

さ
ん 

○ 

伊
藤 

マ
サ
子 

さ
ん 

○ 

熊
井 

輝
雄 

 

さ
ん 

 

表
彰
さ
れ
た
方
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

  

ふ
れ
あ
い
俳
句
・
短
歌 

大
代
西
区 

藤
田 

遊
子 

〈
俳
句
〉 

 

初
雪
や 

終
日
聞
こ
ゆ 

子
ら
の
声 

 

〈
短
歌
〉 

復
旧
の 

歌
壇
に
満
開 

 
 

 

水
仙
花 

豊
か
な
香
り 

人
々
誘
ふ 

 

大
代
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会 

「
新
年
を
祝
う
会
」
に
つ
い
て 

  

地
域
づ
く
り
部 

日 
 

時  

平
成
30
年
１
月
13
日
（
土
） 

午
前
11
時
か
ら
午
後
１
時
ま
で 

場 
 

所  

小
野
屋
ホ
テ
ル 

会 
 

費  

３
０
０
０
円 

参
加
申
し
込
み
は
、
新
年
を
祝
う
会
の
ご
案
内

チ
ラ
シ
に
付
い
て
い
る
申
込
用
紙
に
ご
記
入
の

上
、
会
費
を
添
え
て
１
月
６
日
（
土
）
ま
で
、
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

申
込
は
、
各
区
の
担
当
者
（
12
月
26
日
ま
で
）

又
は
大
代
地
区
公
民
館
窓
口
（
１
月
６
日
ま
で
）

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。 

な
お
、
各
区
の
担
当
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。 

     

 

大
代
地
区
公
民
館
か
ら
の
お
知
ら
せ 

○
忘
れ
物
に
つ
い
て 

 

大
代
地
区
公
民
館
で
は
、
来
館
さ
れ
た
方
々
の

忘
れ
物
を
、
玄
関
正
面
に
忘
れ
物
置
場
を
設
置
し

て
管
理
し
て
い
ま
す
（
貴
重
品
を
除
く
）。
忘
れ

物
は
見
つ
け
た
日
か
ら
１
ヶ
月
を
限
度
に
保
管

し
、
管
理
し
て
い
ま
す
が
、
最
近
忘
れ
物
が
増
加

し
て
お
り
、
ま
た
、
取
り
に
来
る
方
も
少
な
い
状

況
で
す
。 

公
民
館
に
来
館
し
た
方
で
、
忘
れ
物
を
し
た
、

失
く
し
た
も
の
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
と
感

じ
た
場
合
は
、
電
話
で
の
問
い
合
わ
せ
で
も
結
構

で
す
の
で
、
保
管
期
間
内
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

○
年
末
年
始
休
館
日
の
お
知
ら
せ 

 

大
代
地
区
公
民
館
の
年
末
年
始
の
休
館
日
は
、

左
記
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。 

記  

平
成
29
年
12
月
28
日
（
木
）
か
ら 

平
成
30
年
１
月
４
日
（
木
）
ま
で 

  

休
館
日
に
伴
う
玄
関
の
施
錠
に
伴
い
、
図
書
室

返
却
箱
も
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
。 

 

大代東区 

白浜 宣子 

鈴木 祐子 

木村 好男   

藤田 勝則 

大代西区 

齋藤 静子 

大代北区 

米澤  彰 

大代南区 

田村 昭男 


